
示
教

契
機
で
生
ま
れ
た
。
人
道
援
助
の
た
め

に
宗
教
者
が
集
い
、
ア
ジ
ア
の
他
の
宗

教
者
と
も
ネ
ッ
ト
マ
ー
ー
ク
を
持
ち
、
国

　
　
　
　
　
菅
波
　
茂

　
「
国
際
協
力
＝
国
内
協
力
十
国
外
協

力
」
。
こ
れ
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
方
程
式
で

あ
る
。
国
際
協
力
は
と
も
す
れ
ば
、
華
つ

々
し
く
見
え
る
海
外
の
活
動
に
幻
惑
さ
コ

れ
が
ち
だ
が
、
目
に
見
え
る
国
外
協
力
ｊ

は
、
目
に
見
え
な
い
多
く
の
国
内
協
力

が
あ
っ
て
こ
そ
初
め
て
可
能
に
な
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
災
害
救
援
活
動
は
、
『
宗

教
者
で
『
つ
く
る
岡
山
市
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
祖
織
「
人
道
援
助
宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
委
員

会
」
に
幅
広
く
協
力
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
ネ
ッ
ト
マ
ー
ク
は
、
１
９
９
６
年

に
発
生
し
た
中
国
・
雲
南
省
の
大
地
震

で
、
県
内
の
宗
教
者
が
宗
然
宗
派
の
枠

を
超
え
て
救
援
活
動
を
行
っ
た
こ
と
が

２び｀吸

クＷｓ-ワト
宗教者ネッ

内
外
で
い
く
つ
も
の
「
宗

教
者
に
よ
る
人
道
援
助
社

会
貢
献
」
を
実
施
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

　
初
代
委
員
長
は
真
言
宗

の
宮
本
光
研
氏
、
２
代
目

委
員
長
は
金
光
教
の
西
村

美
智
雄
氏
。
メ
ン
バ
ー
は

天
台
宗
、
真
言
宗
、
キ
リ

ス
ト
教
、
立
正
佼
成
金
、
。

創
価
学
会
、
天
理
教
、
最

上
稲
荷
教
、
黒
住
教
な
ど

多
方
面
に
わ
た
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
も
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
世

界
2
5
力
国
に
支
部
が
あ
る
。
そ
の
特
徴

は
多
様
性
。
す
な
わ
ち
多
民
族
、
多
言

語
、
多
文
化
、
多
宗
教
で
あ
る
。
世
界

‐
の
宗
教
と
い
え
ば
イ
ス
ラ
ム
教
、
キ
リ

　
ス
ト
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
仏
教
、
神
道

　
な
ど
が
あ
る
。
私
は
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
ク
に
、
過
去
４
年
間
の
活
動
実
績
に
基

　
づ
い
て
、
さ
ら
な
る
活
動
推
進
の
た
め

　
の
「
国
際
宗
教
文
化
セ
ン
タ
ー
」
構
想

　
の
実
現
に
向
け
、
協
力
を
お
願
い
で
き

　
れ
ば
と
勝
手
に
切
望
し
て
い
る
。

　
そ
の
構
想
の
内
容
は
①
世
界
の
宗
教

に
関
す
る
図
書
、
文
献
の
収
集
②
世
界

の
宗
教
者
に
よ
る
社
会
貢
献
活
動
の
紹

介
③
世
界
の
宗
教
行
事
の
紹
介
④
宗
教

理
解
の
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
・

施
⑤
宗
教
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
⑥

人
道
援
助
宗
教
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
と
拡
充
－
と
い
う
も
の
だ
。

　
　
「
宗
教
な
く
し
て
国
際
社
会
は
理
解

で
き
な
い
」
。
こ
れ
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
結

論
の
一
つ
で
あ
る
。
（
ア
ジ
ア
医
師
連

絡
協
議
会
代
表
、
題
字
は
筆
者
）
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